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地
元
の
有
明
海
で
採
れ
た
海
苔
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
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　２月６日の海苔の日にあわせて、町内小中学校の給食に、

同月１日に長洲漁業協同組合から贈呈された海苔が振舞われ

ました。

　この日は、同組合の組合員２人の方が長洲小学校に招かれ、

１年１組の児童たちと一緒に会食しました。地元で採れた海

苔を食べた子どもたちは、「パリパリしておいしいね」「海苔

はどうやって作るの？」などと会話しながら、それぞれ海苔

を思い思いの巻き方で食べていました。（関連は、４・５ページ）

学校給食に
地元の海苔のプレゼント
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３
月
23
日
㈰
は
、

熊
本
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

投票日当日（23日）の投票時間・場所
○投票時間　午前７時から午後８時まで
○投票場所　事前に配布する投票所入場券に記載されている投票所

※配布された入場券を本人が持参してください。

期日前投票の投票時間・場所
○期間　３月７日㈮から22日㈯まで
○時間　いずれの日も午前８時30分から午後８時まで
○場所　長洲町役場１階ロビー

【
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
】

　

今
回
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
は
、
選
挙
日
当
日
と
期
日
前
投
票

（
不
在
者
投
票
）で
方
式
が
異
な
り
ま
す
。

①
当
日
（
23
日
）
投
票
の
方
式

　

記
号
式
投
票 

…
投
票
用
紙
に
候
補
者
氏
名
を
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
投
票
し
た
い
候
補
者
の
記
載
欄
に「
○
」印
を
付
け
て 

行
う

方
式
で
す
。

②
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
の
方
式

　

記
名
式
投
票 

…
期
日
前
投
票
所
に
掲
示
さ
れ
た
候
補
者
氏
名
の

中
か
ら
、
投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名
を
投
票
用
紙
に
記
載
し
て 

行
う
方
式
で
す
。

【
入
場
券
の
配
布
に
つ
い
て
】

　

県
知
事
選
挙
の
投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）
は
、
３
月
６
日
頃
か

ら
郵
送
で
配
布
し
ま
す（
町
内
全
域
に
届
く
ま
で
数
日
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。）。

※
入
場
券
が
届
い
た
場
合
で
も
、選
挙
当
日
に
選
挙
権
が
な
い
方
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
期
日
前
投
票
に
行
く
場
合
に
、
そ
の
日
に
入
場
券
が
ま
だ
届
い

て
い
な
く
て
も
、
選
挙
権
が
あ
れ
ば
本
人
確
認
を
し
て
投
票
で

き
ま
す
。

投票所位置図
　当日は、入場券に記載さ
れている投票所で投票して
ください。

【
開
票
に
つ
い
て
】

　

開
票
は
、
選
挙
日
当
日（
23
日
）に
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
開
始
時
間　

午
後
８
時
50
分

○
場　
　

所　

長
洲
町
中
央
公
民
館

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

　

各
選
挙
に
お
け
る
投
票
に
つ
い
て
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る
入
場
券
に
記
載

さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
日
に
行
う
こ
と
が
原

則
と
な
り
ま
す
が
、
投
票
日
当
日
に
何
ら
か

の
理
由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
有
権
者
の
方

が
投
票
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の

が「
期
日
前
投
票
制
度
」
と「
不
在
者
投
票
制

度
」で
す
。

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
理
由

等
を
記
載
し
た
宣
誓
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日（
３
月
23
日
）
に
、
用
事
等
の

た
め
投
票
で
き
な
い
方
で
期
日
前
投
票
期
間

に
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
有
権
者
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
従
来

の
不
在
者
投
票
制
度
よ
り
比
較
的
簡
単
に
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
制
度
は
、
当
日
の
投
票
及
び

期
日
前
投
票
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
有
権
者
の
方
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　

主
な
具
体
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
投
票
日
当
日
に
は
20
歳
を
迎
え
る
が
、
期

日
前
投
票
を
行
う
日
に
は
、
ま
だ
19
歳
の

方
○
出
張
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
お

り（
滞
在
す
る
予
定
が
あ
り
）、
投
票
日
当

日
及
び
期
日
前
投
票
期
間
を
含
め
町
内
に

い
な
い
方

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院（
所
）
し
て

い
る
方
で
、
期
日
前
投
票
所
及
び
決
め
ら

れ
た
投
票
所
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

（
有
権
者
の
方
の
入
院（
所
）し
て
い
る
施
設

が
、
不
在
者
投
票
所
と
し
て
各
都
道
府
県

選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
入
院（
所
）
し
て
い
る

施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　

不
在
者
投
票
に
よ
る
投
票
は
、
投
票
の
手

続
き
に
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
他
に
も
、
一
定
以
上
の
身
体
の
障
害
が
あ
る

た
め
に
投
票
所
で
の
投
票
が
で
き
な
い
方

の
た
め
の
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
や
遠
洋
漁
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
た

め
長
期
に
わ
た
り
漁
船
等
に
乗
船
し
て
い

る
船
員
の
方
の
た
め
の
不
在
者
投
票
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
申
請
し
登
録

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
県
知
事
選
挙
に
関
す
る
こ
と
や
投
票
方

　

法
等
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ

　

町
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
２
１
１
）

新町、西新町、宮ノ町、松原、
新山、宝町、磯町、上町

熊本中央
信用金庫

中央公園

第
１
投
票
所

行
政
区

町民研修
センター

出町、中町、下本、今町、下東、
西荒神、東荒神、大明神

町民研修
センター

西
光
寺

日感寺

清
台
寺

第
２
投
票
所

行
政
区

長洲小学校
体育館

建浜、梅田、駅通

ガソリン
スタンド

長洲駅

公園

第
３
投
票
所

行
政
区

清里小学校
体育館

平原、清源寺、腹赤、
腹赤新町

JAたまな

腹
赤
保
育
所

第
４
投
票
所

行
政
区

腹赤小学校
　　体育館

上沖洲

名石
神社 公園

上沖洲
保育所

第
５
投
票
所

行
政
区

上沖洲区公民館

折地、赤崎、高田、鷲巣、立野、
向野、向野北、古城

地域福祉
センター

宮野団地
第
６
投
票
所

行
政
区

六栄小学校体育館

宮崎、赤田、葛輪、永方、塩屋

信定寺

ガソリンスタンド

JAたまな倉庫

第
７
投
票
所

行
政
区

永方区公民館
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町
内
農
業
生
産
者
が
表
彰

　

〜
平
成
19
年
度
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
・
第
49
回
熊
本
県
野
菜
振
興
大
会
開
催
〜

　

２
月
８
日
、
熊
本
市
の
熊
本
テ
ル
サ
で
開

催
さ
れ
た
平
成
19
年
度
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク

ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
長
洲
町
米
麦
推
進
部

会
が
組
織
農
業
部
門
優
良
賞
を
、
ま
た
田
中

千
代
子
さ
ん（
高
田
区
）
が
地
域
貢
献
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県
内
の
優
れ

た
農
業
生
産
者
を
発
掘
し
、
表
彰
し
よ
う
と

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

長
洲
町
米
麦
推
進
部
会
は
、
町
内
の
耕
作

し
て
い
な
い
農
地
を
解
消
す
る
た
め
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
、
ま
た
田
中
さ
ん
は
、

町
内
を
問
わ
ず
農
村
女
性
の
地
位
向
上
の
た

め
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
13
日
、
同
会
場
で
開
催
さ
れ

た
第
49
回
熊
本
県
野
菜
振
興
大
会
に
お
い
て

地
元
の
海
苔
を
子
ど
も
た
ち
に

　
　
　

〜
長
洲
漁
業
協
同
組
合
か
ら
海
苔
の
贈
呈
〜

▲海苔を贈呈する上田組合長

　

２
月
１
日
、
長
洲
漁
業
協
同
組
合（
上
田
浩

次
組
合
長
）は
、
橋
本
町
長
に
海
苔
を
贈
呈
し

社
会
福
祉
の
向
上
に

　

〜
町
商
工
会
女
性
部
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
〜　

　

１
月
25
日
、
町
商
工
会
女
性
部（
谷
久
子
部

長
、
部
員
55
人
）
は
、
長
洲
町
役
場
を
訪
れ
、

橋
本
町
長
に
寄
付
金
な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
部
が
地
域
福
祉
へ
の
貢
献
を

目
的
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
昨

年
10
月
に
行
わ
れ
た
金
魚
と
鯉
の
郷
ま
つ
り

で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
得
ら
れ
た
収
益

金
の
一
部
や
部
員
手
作
り
の
雑
巾
１
０
０
枚

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

谷
部
長
は
、「
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
始

め
て
以
来
、
今
年
で
６
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲寄付金などを贈呈する谷部長

は
、
松
野
広
光
さ
ん
・
眞
由
美
さ
ん
夫
婦（
古

城
区
）
が
優
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
内
の
優
れ
た
野
菜
の
生
産
者
を
発
掘
し
、

今
後
の
野
菜
経
営
の
モ
デ
ル
と
し
て
普
及
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

清
里
小
で
租
税
教
室
が
開
催

　

〜
税
金
の
大
切
さ
や
し
く
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
〜　

　

１
月
16
日
、
清
里
小
学
校
で
同
校
６
年
生

児
童
を
対
象
に
租
税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
税
金
の
大
切
さ
や
し
く
み
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
科
の
授
業
の

中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
町
税
務
課
職
員
が
講
師
と
し

て
同
校
を
訪
れ
、
児
童
た
ち
は
ビ
デ
オ
上
映

や
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
税
金
の
大

切
さ
や
生
活
の
中
で
の
税
金
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
町
職
員
の
話
を
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
、
真
剣
な
表
情
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲税金の大切さやしくみを学びました

４
月
か
ら
は
１
年
生

　

〜
長
洲
小
学
校
で
保
育
所
、
幼
稚
園
児
と
の
給
食
交
流
会
〜

　

昨
年
11
月
16
日
と
今
年
１
月
22
日
、
長
洲

小
学
校
で
は
、
４
月
か
ら
１
年
生
に
な
る
幼

稚
園
・
保
育
所
の
園
児
を
招
い
て
給
食
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
幼
・
保
、
小
、

中
連
携
」事
業
の
一
環
と
し
て
、
幼
稚
園
、
保

育
所
の
園
児
た
ち
が
、
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
入
学
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
約
60
人
の
年

長
児
が
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

▲おにいさん、おねえさんと

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
月
６
日
の
海
苔
の
日

に
あ
わ
せ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

地
元
チ
ー
ム
も
大
健
闘

　

〜
第
13
回
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
〜

　

長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
町
サ
ッ
カ
ー

協
会
は
、
１
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
金
魚
と
鯉
の
郷
多
目
的
広
場
を
中
心

と
し
て
第
13
回
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
小

学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
活
動
の
活

性
化
を
図
り
、技
術
の
向
上
を
目
指
す
と
共
に
、

お
互
い
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
九
州
各
地
か
ら
参
加
し
た
強

豪
チ
ー
ム
全
16
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
、
会
場
に
は

１
、０
０
０
人
を
越
え
る
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
バ
レ
イ
ア
Ｓ
Ｃ 

Ｕ―

12
と

長
洲
町
ペ
ス
カ
ド
ー
レ
の
２
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
熱

い
プ
レ
ー
で
健
闘
し
ま
し
た
。

　

な
お
、当
日
の
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

大
川
レ
オ
ー
ネ（
福
岡
県
）　

準
優
勝　

小
岱
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ（
荒
尾
市
）

３　

位　

シ
ャ
ル
ム
Ｆ
Ｃ（
熊
本
県
）

　
　
　
　

筑
後
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ（
福
岡
県
）

　

１
年
生
と
は
冬
の
あ
そ
び
、
６
年
生
と
は

給
食
を
一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。園
児
た
ち
は
、

「
お
い
し
い
給
食
と
私
た
ち
の
お
世
話
を
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
月

か
ら
は
１
年
生
に
な
り
ま
す
。
お
に
い
さ
ん
、

お
ね
え
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
し
て
く

だ
さ
い
」と
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
、
１
年
生

に
な
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

▼仲良く交流しました  　　

松
野
さ
ん
ご
夫
婦
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
、

生
産
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
た
め
受
賞
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
町
内
の
農
業
生
産
者
に
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

20
数
年
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
同
漁
協
の
上
田
組
合
長
と
海

苔
担
当
理
事
の
津
田
さ
ん
、
濱
口
さ
ん
が
長

洲
町
役
場
を
訪
れ
、
橋
本
町
長
に
冷
凍
網
の

初
海
苔
４
、０
０
０
枚
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
上

田
組
合
長
は
、「
今
年
は
、
種
付
け
の
時
期
な

ど
心
配
も
あ
っ
た
が
、
有
明
海
も
順
調
で
例

年
よ
り
多
く
の
海
苔
が
生
産
で
き
ま
し
た
。

地
元
の
旬
の
味
を
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
紙
に
も
掲
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
贈

呈
さ
れ
た
海
苔
は
、町
内
小
中
学
校
、保
育
園
、

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

▲松野広光さん

▲田中千代子さん

▲長洲町米麦推進部会の徳永さん（左）と杉本さん（右）

▲

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
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■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■地域包括支援センター  78－3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号

休日在宅医
月　日 在　宅　医

３月９日㈰ 淡河・黒田医院（駅　通） 78-6517

３月16日㈰ 田宮春生堂医院（上　町） 78-0551

３月20日㈭ 本 田 医 院（玉名市岱明町） 57-0012

人のうごき
平成20年１月末日現在

　　 人　口　17,454人　（△ 27）
　　 　　男　  8,414人　（△   7）
　　 　　女　  9,040人　（△ 20）
　　 世帯数　  6,516世帯（　  1）

※（　）内は前月比

お
知
ら
せ

町
議
会
の
開
催

　

３
月
の
長
洲
町
議
会
定
例
会
が

３
月
12
日
㈬
午
前
10
時
に
召
集
さ

れ
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、当
日
、

議
会
事
務
局
で
受
付
を
し
て
傍
聴

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

総
務
課（
内
線
２
１

　

１
）

国
民
健
康
保
険
証
は「
配
達

記
録
郵
便
」で
送
付
し
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
長
洲
町
国
民
健

康
保
険
証
は
、
３
月
31
日
ま
で
の

有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
３
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
が
、
受
け
取
り
の
安

全
の
た
め「
配
達
記
録
郵
便
」
で
送

付
し
ま
す
。
そ
の
た
め
保
険
証
の

受
け
取
り
時
に
は
、
受
領
書
に
署

名
押
印
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
旅
行
や
入
院
な
ど
で
３
月
下
旬

の
受
け
取
り
が
難
し
い
場
合
は
、

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

　
（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
）

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
の
請

求
は
お
済
み
で
す
か

　

現
在
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
請
求
期
限
が

平
成
20
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

特
別
弔
慰
金
を
受
給
す
る
権
利
が

消
滅
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
遺
族
の
方
で
ま
だ

請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
権
利

の
消
滅
前
に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
請
求
が
お
済
み

の
方
は
再
度
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

　
（
内
線
１
４
１
）

第
10
回
玉
名
・
荒
尾
地
区　

自
衛
隊
入
隊
者
合
同
激
励
会

　

平
成
19
年
度
自
衛
隊
入
隊
予
定

者
を
励
ま
す
た
め
の
激
励
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

３
月
８
日
㈯　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

玉
名
市
民
会
館　

大

ホ
ー
ル

■
内　

容　

第
１
部　

入
隊
激
励

会　

第
２
部　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン（
音
楽
演
奏
）

■
問
い
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方

協
力
本
部
玉
名
地
域
事
務
所（
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４
２
１
１
）

腹
栄
中
学
校
３
年　

木
下
歩
美
さ
ん
が
優
秀
賞
受
賞

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
〜

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
腹
栄
中
学
校
３
年
の
木
下

歩
美
さ
ん（
平
原
区
）が
優
秀
賞
、
池
本
理
菜
さ
ん（
腹
赤
区
）が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
は
、「
男
女
の
差
別
が
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
応
募
し
ま
し
た
。
作
文
を
書
い
た
こ
と
で
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
意
識
が
高
ま
り

ま
し
た
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
木
下
さ
ん
の
作
品
を
原
文
の
ま
ま
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
男
女
共
同
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」

腹
栄
中
学
校 

三
年　

木
下　

歩
美

　

男
女
共
同
参
画
社
会
。
み
な
さ
ん
は
、
こ

の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ

れ
は
、
簡
単
に
言
う
と「
男
女
の
区
別
な
く

個
人
が
能
力
を
い
か
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
」
の
こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
日
本
の
歴
史

に
は
、
男
女
差
別
が
あ
り
ま
し
た
。
例
に
あ ▲木下　歩美さん

げ
て
言
う
な
ら
ば
、
選
挙
権
や
就
職
な
ど

で
す
。

　

私
は
、
授
業
で
習
う
ま
で
男
女
の
差
別
に

つ
い
て
あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と
が
な
く
、
社

会
の
公
民
で
学
ば
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
昔
の
女
の
人
は
、
何
の
こ
ん
き

ょ
も
な
い
差
別
を
受
け
、
と
て
も
悔
し
か
っ

た
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
教

わ
る
前
ま
で
は
、
看
護
師
や
保
育
士
は
女
の

人
、
医
者
は
男
の
人
と
い
う
ふ
う
に
思
い
こ

ん
で
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
保
育
士
は
男
の

人
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
そ
う
思
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
れ
は
れ
っ
き
と
し
た
、

男
女
差
別
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
、
初
め
て
そ
う
思
っ
た
の
は
、
あ
る

日
の
道
徳
の
時
間
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時

間
に
、先
生
が
一
つ
の
例
え
話
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
話
と
い
う
の
は
、
一
人
の
男
の
子
と

そ
の
父
親
が
交
通
事
故
に
あ
い
、
病
院
へ
行

っ
た
と
き
、
そ
の
二
人
の
担
当
医
が
、「
こ

の
子
の
母
親
に
は
連
絡
し
な
く
て
大
丈
夫

で
す
。」
と
言
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
連
絡
し

な
く
て
よ
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
話
で
す
。

正
解
は
、
そ
の
医
者
が
お
母
さ
ん
だ
っ
た
か

ら
な
の
で
す
。
そ
の
と
き
私
は
初
め
て
医
者

は
男
の
人
だ
と
決
め
つ
け
て
い
た
ん
だ
な

あ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
ほ

と
ん
ど
の
人
が
、
な
る
ほ
ど
と
感
心
し
て
い

る
の
を
見
て
、
無
意
識
に
思
っ
て
い
た
こ
と

に
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
あ
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
の
で
、改
め
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
そ
れ
以
来
男
の
人
が
看
護
師
や
保

育
士
に
な
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
も
、
別
に

普
通
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
や
本
に
、
職
業
の
男
女
差
別
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
私
は「
こ
ん

な
偏
見
は
い
け
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
男
女
差
別
に
つ
い
て
私
は
こ
う

も
思
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
性
別
で
区
別

し
、
差
別
す
る
の
は
お
か
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
男
性
と
女
性
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
特
性
が
違
い
ま
す
。例
え
ば
力
仕
事
は
、

女
性
よ
り
力
が
あ
る
男
性
の
ほ
う
が
よ
り

よ
い
結
果
が
残
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
す

べ
て
が
平
等
に
な
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
ふ
ま
え
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

築
い
て
い
け
た
ら
、
も
っ
と
い
い
社
会
に
な

れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
ま
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ

い
て
深
く
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
ど
、

学
校
で
学
ん
で
み
て
、
過
去
の
日
本
で
あ
っ

た
男
女
差
別
に
つ
い
て
知
り
、
自
分
な
り
に

よ
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か

ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
日
本
に
は
男
女
差
別
が
一
つ
も
な
い

社
会
、
男
性
と
女
性
が
共
存
で
き
る
よ
う

な
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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入札結果の公表 平
成
20
年
度
国
家
公
務

員
採
用
試
験（
大
学
卒
業

等
程
度
）
実
施

〜
あ
な
た
も
国
家
公
務
員
に
な
り

ま
せ
ん
か
〜

国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

■
受
験
資
格　

①
昭
和
50
年
４
月

２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者
、
②
昭
和
62
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒

業
し
た
者
、
平
成
21
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
人

事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
４

月
８
日
㈫

■
第
１
次
試
験
日　

５
月
４
日
㈰

国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

■
受
験
資
格　

①
昭
和
54
年
４
月

２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者
、
②
昭
和
62
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
・
短

大
・
高
専
を
卒
業
し
た
者
、
平
成

21
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者
及
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
者

■
受
付
期
間　

４
月
11
日
㈮
〜
４

月
22
日
㈫

■
第
１
次
試
験
日　

６
月
22
日
㈰

国
税
専
門
官
採
用
試
験

■
受
験
資
格　

①
昭
和
54
年
４
月

２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者
、
②
昭
和
62
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒

業
し
た
者
、
平
成
21
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
人

事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
４

月
14
日
㈪

■
第
１
次
試
験
日　

６
月
15
日
㈰

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

■
受
験
資
格　

①
昭
和
54
年
４
月

２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者
、
②
昭
和
62
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒

業
し
た
者
、
平
成
21
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
人

事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
４

月
14
日
㈪

■
第
１
次
試
験
日　

６
月
15
日
㈰

法
務
教
官
採
用
試
験

■
受
験
資
格　

①
昭
和
54
年
４
月

２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者
、
②
昭
和
62
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
・
短

大
・
高
専
を
卒
業
し
た
者
、
平
成

21
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者
及
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
者

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
４

月
14
日
㈪

■
第
１
次
試
験
日　

６
月
15
日
㈰

■
受
験
案
内
な
ど
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒〔
角
形
２
号
、１
４
０

円
分（
国
税
専
門
官
に
つ
い
て
は

１
２
０
円
分
）の
切
手
貼
付
、
あ
て

先
明
記
〕を
同
封
し
た
封
筒
に
、
請

求
す
る
試
験
名
を
朱
書
き
し
て
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

〒
８
１
２―

０
０
１

　

３　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

２―

11―

１　

人
事
院
九
州
事
務

局
第
二
課
試
験
係（

０
９
２
・

　

４
３
１
・
７
７
３
３
）

平
成
20
年
度
前
期
技
能

検
定
実
施

　

技
能
検
定
は
、
国
が
証
明
す
る

技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
、
確
か

な
技
能
の
証
と
し
て
各
職
場
に
お

い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
は
、

平
成
20
年
度
前
期
の
技
能
検
定
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

【
実
技
試
験
】
６
月

９
日
㈪
〜
９
月
17
日
㈬
【
学
科

試
験
】
７
月
27
日
㈰
【
※
金
属
処

　

理
を
除
く
３
級
職
種
の
み
】、
８
月

　

24
日
㈰
、
８
月
31
日
㈰
、
９
月

７
日
㈰

■
申
請
受
付
期
間　

４
月
３
日
㈭

〜
16
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

熊
本

県
職
業
能
力
開
発
協
会（

０
９

　

６
・
３
８
４
・
１
７
１
１
）、
産
業

振
興
課（
内
線
２
６
１
）

国の教育ローン
（国民生活金融公庫）のご案内
　「国の教育ローン」は、高校や大学、
専門学校、各種学校などの入学、在学
資金教育に必要な資金を融資する公的
な制度で、これまで 410万人を超える
方々に利用されています。
　詳しくはお問い合せください。
■融資額　学生・生徒１人あたり 200万
円以内
■利　率　年 2.2％（平成 20年 2月 12
日現在）
※（財）教育資金融資保証基金による保
証を利用の場合は、別途保証料（1.0
％相当分）が必要です。
■申し込み・問い合せ　国民生活金融公
庫熊本支店（ 096・353・6121）、「国
の教育ローン」コールセンター（
0570・008656【ナビダイヤル】、
03・5321・8656）

① 工事（委託事業）名

② 落札業者名

③ 予定価格

④ 落札金額

⑤ 落札率

⑥ 指名業者数

　長洲町が、１月 24日に行った指名競
争入札の結果についてお知らせします。

工事（委託事業）名 高田地区用水ゲート設置
工事

落札業者名 ㈲昭和設備工業

予定価格 1,138,000円

落札金額 1,092,000円

落札率 95.96％

指名業者数 12

■問い合せ　水道課（  78 0126）

設
置
し
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
般

住
宅
に
つ
い
て
も
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
防
火
対
策
と
し
て
、
有
明
地

域
住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
警
報
器
の
設
置
推
進

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
死
者
の
半
数
近
く

が
夜
間
で
あ
り
、
警
報
器
の
義
務

化
は
、
就
寝
中
の
火
災
発
生
を
い

ち
早
く
知
ら
せ
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
目
的
で
す
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
に
は
、
寝
室
や
階
段
・
廊
下

に
設
置
す
る「
煙
式
火
災
警
報
器
」

と
台
所
に
設
置
す
る「
熱
式
火
災
警

報
器
」が
あ
り
ま
す
。
価
格
は
、
１

個
あ
た
り
５
、０
０
０
円
前
後
で

す
。（
機
能
に
よ
っ
て
は
多
少
差
が

あ
り
ま
す
）

　

機
器
取
扱
店
に
つ
い
て
は
、
電

器
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
消
防

設
備
機
器
取
扱
店
な
ど
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
に
伴
い
、
悪
質
な
訪
問
販
売

事
案
が
各
地
で
頻
出
し
て
い
ま
す

の
で
次
の
点
に
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
消
防
職
員
、
市
町
職
員
な
ど
を

装
っ
て
販
売
を
行
い
ま
す
。

②
法
律
で
義
務
化
さ
れ
、
設
置
し

な
い
と
罰
金
を
と
ら
れ
る
な
ど

と
恐
怖
心
を
あ
お
り
、
脅
し
た

り
し
ま
す
。

③
特
別
価
格
を
強
調
し
ま
す
。

④
業
者
は
即
決
、
即
金
を
求
め
、

す
ぐ
に
行
方
を
く
ら
ま
し
ま
す
。

お
金
を
払
わ
せ
、「
領
収
書
を
持

っ
て
き
ま
す
」と
言
っ
た
ま
ま
戻

っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
せ　

有
明
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課（

 

73

　

５
２
７
３
）、
荒
尾
消
防
署（

63 

１
１
２
１
）、
玉
名
消
防
署（

 

73 

７
１
１
７
）

〜
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
早
め
の
取
り
付
け
を
〜

巡
回
相
談
開
催

　

荒
尾
・
玉
名
地
域
2
市
4
町
で
は
、

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
に
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ

い
て
、
相
談
を
受
け
付
け
た
り
必

要
な
情
報
を
提
供
す
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

３
月
12
日
㈬

　

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　

①
南
関
町
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
（
南
関
町
小
原
１
４
０
８
）

　

②
和
水
町
役
場【
本
庁
】

　
　
（
和
水
町
江
田
３
８
８
６
）

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

　
（
内
線
１
４
１
）

「
在
宅
緩
和
ケ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム 
in 
有
明
」
開
催

　

県
で
は
、
家
で
療
養
を
さ
れ
て

い
る
患
者
さ
ん
や
家
族
の
苦
痛
を

和
ら
げ
、
最
期
ま
で
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
推
進
に
向

け
て
、
次
の
と
お
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

３
月
８
日
㈯　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

九
州
看
護
福
祉
大
学

５
１
３
教
室

■
内　

容　

基
調
講
演「
熊
本
県
の

在
宅
緩
和
ケ
ア
の
現
状
と
課
題
」

　

熊
本
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和

ケ
ア
病
棟
医
長　

後
藤
慶
次
氏
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
荒
尾
・
玉
名
地

域
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
現
状
と

今
後
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
考

え
る
」

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
せ　

県
健
康
福
祉
部
医

療
政
策
総
室
看
護
班（

０
９
６

　

・
３
３
３
・
２
２
０
６
）

募　

集

３
月
リ
サ
イ
ク
ル
体
験

受
講
者
募
集

〜
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
か

ら
の
お
知
ら
せ
〜

 

軍
手
で
つ
く
る
か
わ
い
い
お
人
形

■
と　

き　

３
月
12
日
㈬　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
講　

師　

高
田
和
代
氏

■
持
っ
て
く
る
も
の　

白
の
作
業

用
軍
手（
片
方
の
み
）、
60
㎝
×

60
㎝
の
布
1
枚
、
裁
縫
道
具
、

昼
食

※
作
品
の
見
本
は
当
プ
ラ
ザ
２
階

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
費　

用　

材
料
費
１
０
０
円
程

度
■
募
集
人
員　

10
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
締
切　

３
月
７
日
㈮

 

着
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム

（
袖
な
し
の
エ
プ
ロ
ン
）

■
と　

き　

３
月
19
日
㈬　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
講　

師　

土
山
千
代
子
氏

■
持
っ
て
く
る
も
の　

１
５
０
㎝

×
90
㎝
以
上
の
布
1
枚（
着
物
を

ほ
ど
い
て
使
う
場
合
は
１
５
０

㎝
以
上
の
丈
の
も
の
を
１
着
）、

布
の
色
に
合
う
ミ
シ
ン
糸
、
裁

縫
道
具
、
昼
食

■
費　

用　

材
料
費
２
０
０
円
程

度
■
募
集
人
員　

10
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
締
切　

３
月
14
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ（

 

78 

４

　

４
３
３
）

① 長洲町小中学校給
食搬入部改修工事

② ㈲サムラ工業

③ 2,486,000円

④ 2,462,250円

⑤ 99.04％

⑥ 12

① 腹栄中学校体育館
外構工事

② ㈲清田組

③ 14,264,000円

④ 11,411,200円

⑤ 80.00％

⑥ 12

① 公共汚水枡設置工
事　その4

② ㈲村本建設工業

③ 2,699,000円

④ 2,646,000円

⑤ 98.04％

⑥ 12

■問い合せ　財政課（内線２２１）
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
方
々
へ

病
院
で
の
窓
口
負
担
が
据
え
置
か

れ
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
、
病
院
で
の

窓
口
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ

ま
す
。

※
既
に
３
割
負
担
さ
れ
て
い
る
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
現
在
は

老
人
医
療
制
度
）の
対
象
と
な
る

一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方

は
除
き
ま
す
。

※
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
70
〜

74
歳
の
方
の
窓
口
負
担
に
つ
い

て
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
２

割
負
担
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
も
の
を
据
え
置
く

も
の
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の【
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
】に
つ
い
て
は
、
３

月
の
下
旬
ご
ろ
に
差
替
え
分
を
送

付
す
る
予
定
で
す
の
で
、
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
差
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

ふるさとの便りを
あの人へ！
ふるさと広報宅配便

　「ふるさと広報宅配便」の申し込みを受け付けま
す。「広報ながす」を親戚や知人の方に、ふるさと
の便りとして送ってみませんか。
■送　料
　国内　1,200円（100円× 12ヵ月）、　国外　郵
送料相当額、毎月１回送付（１日号・15日号）
■申込方法　
　３月 31日㈪までに送料を
添えて、まちづくり課まで
お申し込みください。
　なお、４月からも随時受
け付けます。
■申し込み・問い合せ
　まちづくり課（内線 232）

「長洲町議会50年史」発刊
　長洲町の合併 50周年記念事業の一環として、「長
洲町議会 50年史」を発刊しました。
　昭和 32年 10月に合併以降、今日の長洲町の発
展の経過にかかわってきた議会について記されて
います。ぜひ皆さんご覧ください。
■価　格　3,000円
■申し込み・問い合せ　議会事務局（内線 320）

義
務
教
育
就
学
前
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
方
々
へ

病
院
で
の
窓
口
負
担
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り
、
義

務
教
育
就
学
前（
６
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
以
前
）ま

で
は
病
院
で
の
窓
口
負
担
が
２
割

に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

　
（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
）

平
成
19
年
度（
18
年
度
分
）の
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て

⑴
評
価
の
対
象

　

平
成
18
年
度
に
実
施
さ
れ
た
事

務
事
業
の
う
ち
、
長
洲
町
総
合
振
興

計
画
・
実
施
計
画
掲
載
分
事
業
と
そ

の
他
必
要
と
認
め
る
事
務
事
業
を

対
象
と
し
ま
し
た
。（
２
３
９
事
業
）

⑵
評
価
の
視
点

　

長
洲
町
の
財
政
状
況
に
あ
っ
た

真
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
へ
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

⑶
評
価
の
方
法

　

１
次
評
価
と
し
て
、
各
課
で
作

成
し
た
調
書
を
事
務
局
と
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
今
回
は
試
行
的
に
外
部
評

価
と
し
て
、
有
識
者
で
構
成
す
る

長
洲
町
行
政
経
営
審
議
会
で
１
次

評
価
の
縮
小
・
休
止
・
廃
止
対
象
と

な
っ
た
事
業
を
中
心
に
評
価
し
て

い
た
だ
き
、
最
終
的
に
庁
内
の
評

価
審
査
委
員
会
で
総
合
的
な
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。

⑷
評
価
結
果
の
活
用

　

今
年
度
は
事
業
効
果
を
求
め
る

以
上
に
財
政
の
立
て
直
し
が
急
務

で
あ
り
、
各
担
当
課
に
お
い
て
は

事
務
事
業
評
価
に
上
が
っ
て
こ
な

い
業
務
に
つ
い
て
も
同
様
の
視
点
で

見
直
し
を
行
い
、
平
成
19
年
度
事
業

の
途
中
見
直
し
と
平
成
20
年
度
事

業
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

＊
各
事
業
の
個
別
調
書
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
行
財
政
改
革
の
中

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

財
政
課（
内
線
２
２

　

０
）

事
業
合
計

方向性の評価
Ａ
拡
大

Ｂ
現
状
維
持

Ｃ
手
段
改
善

Ｄ
縮
小

Ｅ
休
止
・
廃
止

総 務 課 34 0 15 8 9 2
財 政 課 10 0 4 5 1 0
まちづくり課 19 0 8 6 4 1
産業振興課 31 0 9 5 6 11
建 設 課 12 0 4 4 2 2
税 務 課 4 1 1 2 0 0
住民環境課 14 0 7 4 2 1
子育て支援課 11 0 9 1 1 0
福祉保健介護課 45 1 25 7 9 3
学校教育課 10 2 5 2 0 1
生涯学習課 35 3 16 6 9 1
下 水 道 課 8 0 6 2 0 0
水 道 課 4 0 4 0 0 0
農業委員会 2 0 0 0 1 1
合 計 239 7 113 52 44 23

75
歳
以
上
の
方
々
へ
大
切
な
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

〜
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
た
な
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
〜

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）

に
つ
い
て

　

こ
の
新
し
い
制
度
で
は
、
被
保

険
者
一
人
ひ
と
り
に
カ
ー
ド
型
の

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険

証
は
、
今
年
３
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
、
配
達
記
録
郵
便
で
お

届
け
し
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
に

医
療
機
関
で
医
療
を
受
け
る
際
は
、

こ
の
保
険
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険

や
社
会
保
険
の
保
険
証
、
老
人
医

療
受
給
者
証
は
使
え
な
く
な
り
ま

す
。）

◆
同
時
に
交
付
さ
れ
る
も
の

①
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

②
後
期
高
齢
者
医
療
特
定
疾
病

療
養
受
療
証

　

現
在
、
老
人
保
健
制
度
で
こ

れ
ら
の
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る

方
は
、
手
続
き
な
し
で
自
動
的

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

保
険
料
の
金
額
な
ど
を
記
載
し
た

通
知
書
な
ど
を
次
の
と
お
り
送
付

し
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
の
金
額

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
窓
口

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成19年９月末時点で

国民健康保険に加入し、
※特別徴収に該当する方

保険料の通知書は

平成20年４月
に送付します。

平成19年９月末時点で

・被用者保険に加入し、
　被保険者本人であった方
・国民健康保険に加入し、
※普通徴収に該当する方

保険料の通知書は

平成20年７月
に送付します。

平成19年９月末時点で

被用者保険の被扶養者
であった方

保険料の通知書は

平成20年10月
に送付します。

※保険料は原則として年金から差し引かれ（特別徴収）ますが、年金が年額 18万円

　未満の方は個別に市町村の窓口に納めていただきます（普通徴収）。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以
上

の
全
て
の
方（
65
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
人
を
含
む
）は
、
新
た
な「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」へ
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

障
害
認
定
で
老
人
医
療
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

　

現
在
、
65
歳
か
ら
74
歳
で
老
人

保
健
制
度
の
障
害
認
定
を
受
け
、

老
人
医
療
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
手
続
き
な
し
で
自
動
的
に
平

成
20
年
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
こ
の
障
害
認
定
に

つ
い
て
は
、
申
し
出
に
よ
り
辞
退

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
市
町
村
窓
口
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
）、
熊
本

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
（

０
９
６
・
３
６
８
・
６
５
１
１
）
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く
ら
し
の

税
情
報

税
金
は
正
し
く
使
お
う
み
ん
な
の
た
め
に

作　藤本　瑞輝さん

（平成 18年度長洲中卒業生）
※平成 18年度中学生の
　「税に関する標語」
　募集作品「優秀賞」

申
告
相
談
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
!!

■
ご
相
談
・
問
い
合
せ

　

税
務
課（
内
線
１
５
０

　

〜
１
５
５
）

　

こ
の
申
告
は
、
平
成
19
年
中（
１

月
〜
12
月
）
の
収
入
・
所
得
に
つ
い

て
申
告
す
る
も
の
で
す
。

　

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
所
得
証

明
書
な
ど
、
各
種
証
明
書
の
交
付

お
よ
び
国
保
税
の
減
額
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〜
平
成
20
年
度（
平
成
19
年
分
）住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
相
談
〜

■相談受付時間　午前9時～午前11時
　　　　　　　　午後1時～午後3時 30分
　（受付時間内に受付簿記載をお願いします）

と　き
と
こ
ろ

対　象　者

所得の
種類 行　政　区

３月４日㈫
～３月６日㈭

町
中
央
公
民
館

全所得 折地、赤崎、高田、
鷲巣、立野、向野、
宮崎、赤田、葛輪、
永方、塩屋、向野
北、古城

３月７日㈮
～３月11日㈫

全所得 出町、新町、西新
町、宮ノ町、松原、
新山、宝町、磯町、
上町、中町、下本、
今町

３月12日㈬
～３月14日㈮

全所得 下東、西荒神、東
荒神、大明神、建
浜、駅通、梅田

３月17日㈪ 全所得 予備日

※土日・祝日などの受付及び相談は、
　行っていませんのでご注意ください。

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
平
成
18
年
末
ま
で
に
入

居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が

あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民
税

（
所
得
割
）か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
以
降
、
住
民
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
毎
年
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
所
得
者
の
み
の
方

は
、
２
月
18
日
か
ら
２
月
26
日
ま

で
の
間
に
受
付
け
を
し
ま
し
た
が
、

該
当
さ
れ
る
方
で
期
間
中
に
申
告

出
来
な
か
っ
た
方
は
、
３
月
17
日

ま
で
日
程
表
に
よ
り
申
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
に
必
要
な
書
類
等

○
印
鑑（
通
帳
印
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
）

○
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

○
源
泉
徴
収
票（
給
与
所
得
者
及
び

公
的
年
金
受
給
者
）

○
事
業
所
得（
営
業
・
農
業
、
そ
の

他
事
業
所
得
者
）な
ど
の
収
支
計

算
を
し
て
あ
る
内
訳
書

○
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料

及
び
損
害
保
険
料
・
火
災（
地
震
）

保
険
料
な
ど
、
各
種
保
険
会
社

が
発
行
し
た
控
除
証
明
書
・
国
民

年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
や
社

会
保
険
料
の
支
払
金
額
が
わ
か

る
も
の

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
に

は
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
又

は
証
明
書（
介
護
保
険
に
つ
い
て

も
同
様
）、
医
療
費
の
明
細
書（
税

務
課
・
税
務
署
常
備
）、
保
険
金

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
医
療

費
の
計
算
も
申
告
を
受
け
る
前

に
は
必
ず
計
算
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

■
申
告
の
必
要
が
な
い
方

①
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、

•
65
歳
未
満（
昭
和
18
年
１
月
２
日

以
後
に
生
ま
れ
た
方
）で
年
金
収

入
金
額
が
98
万
円
ま
で
の
方

•
65
歳
以
上（
昭
和
18
年
１
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
年
金
収

入
金
額
が
１
４
８
万
円
ま
で
の

方
。

②
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
方
で
、
他
に
収
入

が
な
い
方
。

③
確
定
申
告
書
を
玉
名
税
務
署
に

提
出
さ
れ
る
方
。

国民健康
保険税

年
金
受
給
者（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
）の
方
は

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の

世
帯
主
で
一
定
額
以
上
の
年
金
を

受
給
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
税
が
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴

収
）さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
納
付
書（
普
通
徴

収
）に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
者

　

世
帯
内
で
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
主
で
あ

っ
て
、
左
記
の
①
と
②
を
と
も

に
み
た
す
方
が
対
象
者
で
す
。

①
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

②
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保

険
税
の
合
算
額
が
、
年
金
受

給
額
の
１
／
２
を
超
え
て
い

な
い
こ
と

【特別徴収・普通徴収の判定例】

例１　世帯主（72歳・国保）、妻（68歳・国保）
　　の場合
　２人とも国保被保険者で、かつ 65歳以
上75歳未満であるため、特別徴収です。

例２　世帯主（78歳・後期高齢者医療）、妻
　　（68歳・国保）の場合
　世帯主が 75歳以上で、４月より後期高
齢者医療対象となるため（擬制世帯主）、普
通徴収です。

例３　世帯主（72歳・国保）、妻（68歳・国保）、
　　子（40歳・国保）の場合
　世帯全員が国保被保険者であるが、子が
65歳未満のため、普通徴収です。

玉
名
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

　

平
成
19
年
分
確
定
申
告
分
の
納

付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
申
告
所
得
税
の
納
付
期
限　

平

成
20
年
３
月
17
日
㈪

•
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人

事
業
者
）の
納
付
期
限　

平
成
20

年
３
月
31
日
㈪

　

納
税
は
税
務
署
の
窓
口
の
ほ
か
、

お
近
く
の
銀
行（
日
本
銀
行
歳
入
代

理
店
）や
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
納
税
は
、
銀
行
や
郵
便
局
の
預

貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
る「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で

す
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
振
替
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。

•
申
告
所
得
税
の
振
替
日　

平
成

20
年
４
月
22
日
㈫

•
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人

事
業
者
）の
振
替
日　

平
成
20
年

４
月
24
日
㈭

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場

合
又
は
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら

延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

電
子
納
税
の
お
勧
め

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

国
税
の
納
税
が
で
き
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
？

　

こ
れ
は
、「
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム（e-T

ax

）」
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
国
税
の

納
税
が
自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が

ら
に
し
て
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、

「
税
務
署
や
金
融
機
関
の
窓
口
ま
で

出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
又

は
、「
窓
口
が
開
い
て
い
る
時
間
し

か
納
付
で
き
な
い
」
な
ど
の
場
所

的
・
時
間
的
な
制
約
が
軽
減
さ
れ
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
納
税
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
金
融
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
お
取
引
先
の
金
融
機
関
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署（

 

72 

　

２
１
２
５
）

平
成
20
年

３
月
17
日
ま
で

申
告
は

も
う
お
済
み
で
す
か
？

■
提
出
方
法

●
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な

い
方
↓
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し

て
町
税
務
課
へ
提
出

●
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署

で
さ
れ
る
方
↓
所
得
税
の
確
定

申
告
書
と
と
も
に
税
務
署
へ
提

出
■
提
出
期
限　

平
成
20
年
３
月
17

　

日
㈪

※
申
告
書
は
税
務
課
に
準
備
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w.soum

u.

　

go.jp/

）
に
も
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

申
告
書
作
成
ツ
ー
ル
が
公
開
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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慢性腎臓病（ＣＫＤ）をご存知ですか？

三遊亭歌之介　独演会
　ローカル感覚を生かした新作落語は独特で他の追
随を許しません。観客を爆笑の渦に巻き込みます。
■と　き
　３月28日㈮　開場18:30　開演19:00
■ところ　荒尾総合文化センター大ホール　
■入場料　全席指定　Ｓ席2,500円（当日3,000
　円）、Ａ席2,000円（当日2,500円）
※未就学児の入場はお断りします。
■問い合せ
　荒尾総合文化センター（  66 4111）

町内の常用求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 864981 ４ｔ車乗務員 ２人 不問 230,000～ 253,000円
43040－ 832781 船穀（せんこく）溶接（請負） ５人 不問 160,000～ 224,000円
43040－ 824781 大型運転手 ２人 不問 113,000円
43040－ 819181 塗装工 １人 不問 147,200～ 230,000円
43040－ 805681 機械加工 ２人 不問 137,500～ 187,500円
43040－ 795781 一般事務員 １人 不問 120,000～ 150,000円
43040－ 787781 正看護師 １人 不問 220,000～ 230,000円
43040－ 775981 配車業務職 １人 不問 180,000円
43040－ 727581 通所介護　看護職 １人 不問 140,000～ 190,000円
43040－ 721281 生産管理技術者 ２人 不問 160,000～ 300,000円
43040－ 702481 歯科衛生士 １人 不問 156,000～ 280,000円
43040－ 687981 取付工（請負） ２人 不問 154,000～ 280,000円
43040－ 673881 タクシー乗務員 ２人 不問 140,000円
43040－ 638981 船舶塗装工（請負）【急募】 ３人 不問 192,000～ 360,000円
43040－ 635081 美容師 ２人 不問 140,000～ 250,000円
43040－ 622481 乗務員 ２人 不問 111,600円
43040－ 565681 調理員【急募】 １人 不問 122,640～ 139,440円
43040－ 528881 溶接工 ２人 不問 140,000～ 200,000円
43040－ 507981 歯科衛生士 １人 不問 155,000～ 250,000円
43040－ 464881 造船足場の組立・解体 ３人 不問 176,000～ 220,000円
43040－ 426681 介護職員 ２人 不問 126,500～ 156,500円
43040－ 419981 セレモニーアドバイザー ２人 不問 160,000～ 200,000円
43040－ 411481 会計事務 １人 不問 120,000～ 200,000円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人がありますので、お
　早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９ )へ問い合せください。掲載内容は２月22日現在ですので、すでに採用済みになっ
　ている場合はご了承ください。
　なお、求人情報の提供については、「ハローワーク　インターネットサービス　全国版」（http://www.hellowork.go.jp）でご覧
　になれます。

荒尾市

平成 20年２月 22日現在
玉名公共職業安定所調べ

（平成20年１月31日受付分まで）
誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

12・29 原　　空
そ ら み

海 男 恵　一 腹　赤

12・29 吉野　心
こ こ は

葉 男 寿　和 下　東

12・30 橋本　志
し き

希 男 貴　志 下　東

１・３ 古賀エミリ 女 一　馬 平　原

１・10 松岡　叶
と う ま

真 男 祐一郎 建　浜

１・15 古庄　颯
そ な

奈 女 浩　二 新　山

１・23 田上　琥
こ し ん

真 男 隆　博 宮ノ町

玉名市草枕交流館の催し案内
　春の「草枕」遠足（草枕の旅体験ウォーク）
■と　き　３月20日㈷　受付…午前８時30分～午前９時30分
■ところ　草枕交流館（駐車は、草枕温泉）
■コース　開会後バスで峠の茶屋公園へ移動、前田家別邸まで
　12キロを歩く
■募集人数　100人（事前の申込みが必要です）
■参加費　500円
■その他　弁当持参。小雨決行。
■申し込み・問い合せ　草枕交流館（  82 4511、FAX 82 4512）、
　ホームページ「漱石・草枕の里」　http://www.kusamakura.jp

第８回なんかん古小代の里　陶器・梅まつり
■と　き　３月８日㈯、９日㈰　午前10時～午後４時
■ところ　古小代の里公園一帯
■内　容　荒玉地域の27窯元による
　大陶器市、ロクロ・手びねり無料体験、
　特産品販売、大抽選会、登り窯の見
　学など
※雨天決行
■問い合せ　南関町まつり実行委員会
　事務局【役場経済課内】（  53 1111）

南関町

柳川雛祭り さげもんめぐり
　市内あちこちで色鮮やかな「さげもん」を見ることができます。
還り雛祭り　■とき　３月２日㈰  午前９時30分～　■とこ
ろ　日吉神社（坂本町）　柳川きもの日和　■とき　３月２日
㈰  午前10時～　■ところ　市観光情報センター（沖端）
初節句めぐり　■とき　３月８日㈯、９日㈰、22日㈯、23日
㈰  午前９時～　■ところ　市観光情報センター（沖端）集合
おひな様水上パレード　■とき　３月
16日㈰（雨天時20日）午前11時　■と
ころ　沖端出発　おひな様里親さが
し　■とき　３月30日㈰　午後１時
～　■ところ　日吉神社
■問い合せ　柳川市観光協会
　　　　　　（  0944・73・2145）

柳川市

新たな国民病『慢性腎臓病』予備群も合わせると2000万人！
　「慢性腎臓病（ＣＫＤ：Chronic Kidney Disease）」は新しい病気の概念で、様々な原因に
より腎臓のはたらきが徐々に悪くなる病気の総称です。
　日本では、成人の 25人に１人は慢性腎臓病であるといわれています。人工透析患者の
急増なども背景にあり、慢性腎臓病の発症予防・悪化予防が世界的な課題となっています。
　みなさんは、自分自身の腎臓のことをどのくらい知っていますか？

「
肝
腎
か
な
め
」

　
　

腎
臓
の
は
た
ら
き

　

腎
臓
は
腰
の
や
や
上
の
背
中
側

に
左
右
一
つ
ず
つ
あ
る
臓
器
で
、
そ

ら
豆
の
よ
う
な
形
を
し
た
握
り
こ

ぶ
し
ほ
ど
の
大
き
さ
を
し
て
い
ま

す
。
腎
臓
に
は
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
大
切
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
身
体
中
の
い

ら
な
く
な
っ
た
老
廃
物
を
尿
と
し

て
身
体
の
外
に
出
す
た
め
に
、
腎

臓
に
は
１
分
間
に
１
リ
ッ
ト
ル
も

の
血
液
が
絶
え
ず
流
れ
込
み
、
血

液
を
き
れ
い
に
ろ
過
す
る
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
圧
を
調

整
す
る
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
や
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
を
一
定
に
保

つ
な
ど
の
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
大
事
な
仕
事
を
的
確

に
行
う
た
め
に
、
腎
臓
は
複
雑
な

構
造
を
し
て
い
ま
す
。
血
液
を
ろ

過
す
る
場
所
を「
糸
球
体
」と
い
い
、

文
字
通
り
た
く
さ
ん
の
毛
細
血
管

が
毛
糸
玉
の
よ
う
に
丸
ま
っ
て
で

き
て
い
ま
す
。
腎
臓
は
血
管
の
塊

な
の
で
、
全
身
の
血
管
の
異
常
が

反
映
さ
れ
る
の
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
っ
て

　
　
　

ど
ん
な
病
気
？

　

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）と
は
、

腎
臓
の
障
害（
蛋
白
尿
な
ど
）、

も
し
く
は
糸
球
体
の
ろ
過
量
が

60
％
以
下
に
な
る
な
ど
、
腎
臓

の
機
能
低
下
が
３
ヵ
月
以
上
続

く
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
」よ
り

　

慢
性
腎
臓
病
は
、
最
初
は
自
覚

症
状
が
な
い
た
め
に
発
見
が
遅
れ

る
こ
と
の
多
い
病
気
で
す
。
放
っ

て
お
く
と
ひ
そ
か
に
病
気
が
進
行

し
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
腎
臓
の

は
た
ら
き
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
で
す
。
し
か
し
、
早
期
発

見
を
し
て
適
切
な
治
療
を
行
う
と
、

腎
機
能
低
下
の
予
防
が
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
、
慢
性

腎
臓
病
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

慢
性
腎
臓
病
に
は
、
腎
臓
そ
の

も
の
が
原
因（
慢
性
糸
球
体
腎
炎
な

ど
）の
場
合
と
、
生
活
習
慣
病
な
ど

全
身
の
異
常
が
原
因
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
と

　
　

生
活
習
慣
病
の
関
係

　

慢
性
腎
臓
病
に
な
り
や
す
い
の

は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
と
い

っ
た
生
活
習
慣
病
を
も
っ
た
方
で

す
。
慢
性
腎
臓
病
に
な
る
と
腎
機

能
の
低
下
で
、
生
活
習
慣
病
を
ま

す
ま
す
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
い

う
悪
循
環
に
も
陥
り
ま
す
。
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
を
防
い
だ
り
管

理
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
で
、
慢

性
腎
臓
病
を
予
防
し
た
り
、
そ
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
生
活
習
慣
病
を
き
ち
ん
と

管
理
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
な
の
で
す
。

腎
臓
を
守
れ
ば
、

心
臓
も
脳
も
守
れ
る
！

　

慢
性
腎
臓
病
が
悪
化
す
る
と
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
に
な
る
危
険

が
増
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
全
身
の
血
管
の
動
脈
硬
化
が

進
ん
で
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
で

す
か
ら
、
慢
性
腎
臓
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
は
、
腎
臓
を
守
る
だ

け
で
は
な
く
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館（

 

65 

　

７
５
１
５
）

３
月
13
日
は

『
世
界
腎
臓
デ
ー
！
』

　

末
期
腎
不
全（
人
工
透
析
）
と

心
血
管
病（
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
）

を
予
防
し
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、

世
界
中
で
慢
性
腎
臓
病
へ
の
対

策
を
た
て
協
力
し
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

３
月
第
２
木
曜
日
を「
世
界
腎
臓

デ
ー
」と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病　

講
演
会

　

腎
臓
専
門
医
で
も
あ
る
先
生

の「
慢
性
腎
臓
病
」
に
つ
い
て
の

講
演
を
、
次
の
内
容
で
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

●
日
時　

３
月
25
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

●
場
所　

長
洲
町
公
民
館　

●
講
師

　
　

玉
名
第
一
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

院
長　

成
瀬
正
浩
先
生

　

腎
臓
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ

て
、
自
分
で
自
分
の
腎
臓
を
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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肥
後
狂
句 

八
日
会
例
会

（
順
不
同
）

午
前
七
時　

年
寄
り
だ
っ
て
腹
ん
へ
る

富
崎
邦
子

ま
だ
三
時　

深
夜
放
送
一
人
占
め

浜
田
妙
子

ま
だ
三
時　

豆
腐
屋
は
も
う
起
き
っ
と
る

塚
本
清
流

気
分
一
新　

記
録
更
新
す
る
柔

池
上
静
月

ま
だ
三
時　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
早
過
ぎ
る

田
上
白
水

午
前
七
時　

動
き
始
め
た
万
歩
計

浜
田
紫
水

二
転
三
転　

決
め
手
に
な
っ
た
日
記
帳

坂
本
迷
人

ま
だ
三
時　

小
腹
は
素
茶
で
抑
え
と
く

村
上
一
灸

二
転
三
転　

媽
は
器
量
か
人
柄
か

龍
野
敏
郎

二
転
三
転　

赤
じ
ゅ
う
た
ん
が
決
め
き
ら
ん

池
本
大
笑

上
に
は
上　

媽
で
ん
ア
ゴ
で
使
い
よ
る

上
村
一
柳

上
に
は
上　

サ
ラ
金
だ
ま
し
逃
げ
ま
わ
る

西
林
一
粋

二
転
三
転　

今
夜
は
カ
レ
ー
だ
っ
た
は
ず

伊
藤
一
升

気
分
一
新　

部
屋
の
カ
ー
テ
ン
替
え
ら
し
た

越
智
寛
哲

３月の行事
期　日 内　　　容 場　　所

16日㈰
ニュースポーツ講
習会

Ｂ＆Ｇ体育館

30日㈰ 輝き講座発表会 ながす未来館

アロハトロピカーナ　会員募集中
　親しみやすい曲に合わせて一緒にフラダンスを楽しみまし
ょう！お気軽にお越しください。
　初心者の方も大歓迎です！
◇と　き　　第１・第２・第３木曜日
　　　　　　午後１時 30分～３時 30分
◇ところ　　町中央公民館
◇問い合せ　竹本（  78６１７０）

　春の彩り豊かな樹木・山草の席飾りでお迎えします。

◇と　き　３月 29日㈯・30日㈰

　　　　　午前９時～午後５時

◇ところ　町中央公民館

◇主　催　長洲小品盆栽樹心会

◇後　援　長洲町文化協会

◇問い合せ　織田（  78３４０５）

第31回長洲小品盆栽樹心展

　着物に感心のある方、一緒に
着物着付を始めてみませんか？
　初心者の方も大歓迎です！
◇と　き　毎週水曜日
　（午前の部）
　　午前９時 30分～
　　　　　午前 11時 30分
　（午後の部）
　　午後７時 30分～
　　　　　午後９時 30分
◇ところ　町中央公民館
◇会　費　月 1,000円
◇問い合せ
　町井（  78５０３０）

着物着付教室

会員募集中

平原区が上位独占！

腹赤校区グラウンドゴルフ大会
　 ２月 17日、総合スポーツセンターグラウンドで
腹赤校区公民館・中央公民館主催・校区まちづくり推
進協議会との共催による校区グラウンドゴルフ大会
が開催されました。
　この日は、校区内から 21チーム、大人 112名・子
ども 21名の参加がありました。
　上位結果は次のとおりです。
　　　　　優　勝　　　平　原Ｄ
　　　　　準優勝　　　平　原Ｂ
　　　　　３　位　　　平　原Ｅ

古城Ａが優勝！

六栄校区グラウンドゴルフ大会
　 ２月 17日、六栄小学校運動場で六栄校区公民館・
中央公民館主催、校区まちづくり推進協議会との共
催によるによる校区グラウンドゴルフ大会が開催さ
れました。
　この日は、校区内から 24チーム、大人 142名・子
ども 26名の参加がありました。
　上位結果は次のとおりです。
　　　　　優　勝　　　古　城Ａ
　　　　　準優勝　　　宮　崎Ｂ
　　　　　３　位　　　赤　田Ｂ

▲優勝した古城Ａチームの皆さん▲優勝した平原Ｄチームの皆さん

健康一番・・・、笑顔一番・・・、元気一番・・・！！
みんなでつくる・・・　　みんなのための・・・　　みんなのクラブ・・・

「長洲町総合型地域スポーツクラブ」６月にいよいよスタート！
　子どもさんから高齢者の皆さんまで町民の皆さんの誰もが加入でき、スポーツ・文化活動をとおして
気軽に健康づくりやコミュニティづくりを楽しむことができる「長洲町総合型地域スポーツクラブ」は、
平成20年６月に活動を開始予定です。皆さんの積極的なご参加と暖かいご理解・ご協力・ご支援をお
願いします。

４月に「無料体験教室」を開催！　　参加者募集中
　参加希望の方は、３月25日㈫までに、総合スポーツセンター内事務局へ申し込みください。

種　目 参加対象 開催日時 場　所

バレーボール 小学生・中学生 火曜日の18時～20時
※４月29日は10時～12時 Ｂ＆Ｇ体育館

バスケットボール
小学４年生～６年生 第２・第４日曜日の15時～17時 長洲小体育館

中学生以上 水曜日の20時～22時 長洲中体育館

バドミントン 18歳以上（高校生を除く） 水曜日の20時～22時 腹栄中体育館

硬式テニス 小学生以上 日曜日の14時～16時 スポーツセンター
テニスコート

剣道 小学２年生以上 火・木・金曜日の
　　　19時30分～21時30分 Ｂ＆Ｇ武道場

護身術 小学４年生以上 水曜日の19時～ 長洲小体育館

（注）サッカーについては、総合スポーツセンター内事務局までお問合せください。
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日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

３月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

■問い合せ　生涯学習課（  78００５３）・ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）
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な
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今
月
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は
な
し
会
・
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書
会

「輝き講座」発表会を開催します！
　平成19年度に実施しています「輝き講座」の1年間の成果を発表していただきます！
　「輝き講座」は文化やスポーツの様々な分野で活躍されている方の特技や知識・技術を活用し、
学習意欲のある町民の方に指導していただくという制度で、現在、英会話教室・アコースティッ
クギター教室・はがき絵教室・やさしいコーラス教室の４つが開講されています。
　興味のある方は次の日程で開催しますのでご来場ください！
◇と　き　　３月30日㈰　開場：13：30／開演：14：00～終演：15：30
◇ところ　　ながす未来館メディアルーム

月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

３／ 15㈯ 「バロックってなぁに？」
山本　雅代さん
（  68２９３０）

13：00／ 13：30～ 無　　料

３／ 20㈭ ピアノ発表会
堀　　優子さん
（  68４５４０）

13：00／ 13：30～ 無　　料

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

ながす未来館文化ホール　３月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲アコースティックギター教室 ▲英会話教室 ▲やさしいコーラス教室 ▲はがき絵教室

長洲町図書館ボランティア　おはなしきんぎょ　会員募集
　「おはなしきんぎょ」は、平成９年に長洲町図
書館ボランティア募集によって発足しました。
主な活動は、幼児と低学年を対象に「おはなし会」
を開いています。
　子ども達と一緒におはなしを楽しみながら、
おはなし大好きな子どもと大人が増えることを
望んで活動しています。
　一緒にたのしく活動しませんか？

おはなし会は、毎月第３土曜日
◇時　間　　午前10時 30分～午前11時 15分
◇ところ　　長洲町図書館おはなしコーナー
◎気軽に参加してください！お待ちしています !!
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池田　茉白ちゃん
ましろ

パパ　両　示さん
ママ　純　子さん〈駅　通〉

 元気いっぱい、イタズラいっぱいでいつも笑顔と
幸せをくれる我が家の天使です。これからも明るく
優しく元気よく育ってね!!

金森　美空ちゃん
み　く

パパ　秀　益さん
ママ　香　織さん〈下　東〉

　いろんな事に興味を持ち元気いっぱいの笑顔で遊んでいます。
最近では２、３歩、歩けるようになり日々の成長を家族みんな
で楽しんでいます。美空ちゃん、素直で優しい子に育ってね。

北野　華蓮さん 長洲小２年〈新　山〉
　おばあちゃんに民謡（踊り）を習っています。学校
では、一輪車の大会に出るのでそれに向けて頑張っ
ています。大きくなったら美容師になりたいです。

かれん
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森林資源を
大切に──

この広報紙はエコマーク認定
の再生紙を使用しています。

広報ながすに写真を掲載しませんか？

～もうすぐ１歳募集～
　広報ながすでは、「もうすぐ１歳」コーナーに掲

載する赤ちゃんの写真を募集しています。希望さ

れる方は、写真とコメントを添えて、まちづくり

課までお申し込みください。

※申し込み多数の場合は、

　掲載ができない場合が

　ありますので、予めご

　了承ください。

■申し込み・問い合せ
　まちづくり課（内線 232）

　現在、地域福祉センターに設置している自動交
付機を、平成 20年４月１日
より役場庁舎ロビーに
移設しますのでお知らせ
します。
＊なお、未来館について
　は現状どおりです。
■問い合せ　総務課（内線 360）

自動交付機を移設します

〔作り方〕
①キッチンペーパーで豆腐を包みかるく押さえ、電子レ

ンジで２分間加熱する。豆腐を４つに切り分け小麦粉

をまぶす。

②フライパンにサラダ油を熱し、こんがりと焼く。

③だし汁に人参、しめじを入れ煮立ったら調味する。

④レタス、水溶き片くり粉を入れて出来上がり。(とろ

みは好みで調節)

　　　“外はカリッと、中はふんわりと

 あんをからめて召し上がれ”　　

〔材料（４人分）〕
●木綿豆腐　　　１丁(300ｇ)
●小麦粉　 　　　大さじ３
●サラダ油 　　　大さじ１
●だし汁　 　　　　 400cc
●しめじ　　　　　  100ｇ
●人参　　　　　　　適宜
●レタス　　　　　　適宜

●うす口しょうゆ　　大さじ２
●酢　　　　　　 大さじ２
●水溶き片くり粉 　好みで

〔1人分の栄養量〕
エネルギー   118kcal
塩分　　1.5ｇ

長洲町食生活改善推進員協議会

豆
腐
ス
テ
ー
キ
の
あ
ん
か
け


